
睡眠で充分休養がとれている者の状況  

「睡眠による休養が充分にとれていない＊」と回答した者は、15歳～19歳で最も高く、男性で34．2％、  

女性で40．8％である。また、20歳代～40歳代で‡．約3割であった。  

■ 充分とれている  

因 まあままとれている  

□ あまりとれていない  

□ まったくとれていない  

総 数   15－19歳  20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上  

総 数  15－19歳  20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上  

★ここでいう「睡眠による休養が充分にとれていない」とは、「あまりとれていない」、「まったくとれていない」と回答した者。  

（厚生労働省 平成19年国民健康■栄養調査結果）8   
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眠るために睡眠薬や安定剤などの薬、お酒を使うことがある者の割合  

眠るために薬やお酒を使うことがある者の割合は約2割で増加しており、  
「健康日本21」の目標値である13％以下に達していない。  

□時々ある   

団しばしばある   

Il常にある  

（厚生労働省 平成19年国民健康・栄養調査結果）9   



ストレスの状況は、「大いにある」、「多少ある」と回答した者は、男女ともに20～40歳代で  
7割を超えていた。  

（％）  

総数   15－19歳   20－29歳   30－39歳   40－49歳   50－59歳   60－69歳   70歳以上  

■大いにある  因多少ある  ロあまりない  □まったくない  

（厚生労働省平成19年国民健康・栄養調査結果）10   



喫煙の状況  

現在習慣的に喫煙している者の割合は、男性では減少傾向にあるものの依然として  
約4割であり、女性は横ばいで約1割であった。特に、男女とも20歳代～40歳代で高く、  
男性で約5割、女性で約2割。  

喫煙の状況  

鮭   

総数   20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上  

■現在習慣的に喫煙している者 田過去習慣的に喫煙していた者 口喫煙しない者  

（厚生労働省平成19年国民健康・栄養調査結果）11  



禁煙希望の状況  

現在習慣的に喫煙している者のうち、「たばこをやめたい」と回答した者の割合は  
増加傾向にあ一訴0  

□わからない  

□やめたくない  

田本数を減らしたい  

H15 日19  

（30－39歳）  

H15 H19  H15 H19  H15 H19  H15 H19  bやめたい  

（40－49歳） （50－59歳） （60－69歳）（70歳以上）  

0
 
 

0
 
 

8
 
 

6
 
 

H15 日19   日15 H19   H15 日19   H15 H19   H15 H19   日15 H19   H15 H19  

（総数）  （20－29歳）（30－39歳）（姓49歳）（50－59歳）  （60－69歳）  （70歳以上）  

（厚生労働省平成19年国民健康・栄養調査結果）12   
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朝食欠食の状況  

32．9  

24．9  



野菜の摂取量の状況  

野菜摂取量の平均値は290gであり、「健康日本21」の目標値である350gに達して  
いない。また、朝食をとっている者のうち、野菜を350g以上摂取している者は約3割、  
朝食をとっていない者で野菜を350g以上摂取している者は、2割未満に留まる。  

野菜類摂取量の平均値  

■緑黄色野菜  

□その他の野菜   

（緑黄色野菜以外）  

（参考）  

「健康日本21」の目標値  

1日あたりの野菜の平均  

摂取量の増加  

350g以上  総数   20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上  

朝食の喫食状況別一野菜摂取量の分布割合（20歳以上）  

（平均＝297．7g）  （平均＝283．6g）  

g以上  

（厚生労働省平成19年国民健酎栄養調査結果）14   



食塩摂取の状況  

♭   

（参考）  

日本人の食事摂取基準  
（2005年版）  

食塩の目標量  

成人男性10g未満  

成人女性 8g未満  

（厚生労働省平成19年国民健康・栄養調査結果）15  




